
Ⅲ ア ワ ビ の 種 苗 生 産

平 野 忠 ･ 青 山 宝 蔵 ･ 鹿 内 浦 春

｣ま じ め に

昨生皮にひきつづき､放流用アワビ種苗を効率的に生産することを目的に人工採苗と雅兄の飼育を行

在った｡また昭和43年度か ら45年変に生産 した稚月の放流を行浸った｡それ らの概要をこ'.こに報告するo__

Ⅰ 人 工 採 首

材料お よび方 法

1.採卵用母月 ･採卵方法

採卵用の母月は従来よ9当所で飼育 していたものと､産卵期に風間浦村易国間､東通村尻屋､佐井

村から計180個を採捕 したものを使用した｡

8月18日から10月29日までの間に産卵誘発を 10数回試みた｡これによって得られた受精卵

を洗条 し､一昼夜置いて貯化させた｡それらの方法は従来どおDである｡

2.浮遊幼生飼育

浮遊幼生は 500.eポリ水槽と10tコンクリー ト水槽で飼育 した｡飼育水は 10ILろ過器を通 し

た海水で､水の交換は行覆わず､軽い通気を行なった｡付着期に在って､天然の砕藻を付着させたパン

ライト波板に付着させた｡

3.稚 月 飼 育

採苗 した稚貝は温海水によ9流水飼育し､約120日以後徐々にワカメを与え始めた｡
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1. 採 卵

莱

i
10月 8日 (Ml)､10日 (K 2)､16日 (Jf6:3)､11月 1日 (JK4)の4回採卵し､計

1.132万個の受精卵を得て､貯化 した幼生は 315万個であった (第1表)｡

2.浮遊幼生飼育

6̂:1､2､4は 500必ポリ水槽､ 6̂.3は 10tコンクリート水槽で飼育した (第2表)0
幼生密度は 140- 400個/JCであるが飼育甲の歩留射ては大差がなかった｡

3･ 稚 月 飼 育
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付着して 10-30日後加温海水を流 し成長の促進を図った. (第 1図)jW.1､2は飼育開始時か

ら30日後までに大量に減耗したが､その後順調に成長した｡J%.3は高い生残率を示 したが､照度不

足と付着数が多いため､新たを辞藻付着波板を間に差し入れ､水温を倹々に下げたが成長は悪くなっ

たoJ6.4は付着後脱落するものが多く､18日以後飼育を中止 した｡ これ らを合わせて昭和 47生 2

月現在総数約24万個､平均殻長 3.7棚 と夜った｡

第 1表 深 卵 経 過

産 卵 群 採 卵 月 日 使 用 母 貝 採那数 (万個)受精率 (a) 浮 遊 幼生 数(万個) 海水

温 (℃)J%.1 10月 8日 佐 井(96､谷7) 12 70-

-80 7 18.4J%.2 10月10日 尻 屋(9 5､谷5)

100 80 60 19.2J%.3 10月 16日 当 所(98､谷

9) 660 75--80 188 17.5J%.4 11月 1日 自然産卵のた

め不明 560 70 80 14.8第2表 幼 生 飼 育産 卵

群 飼 育 開 始 時 付着 直 前 の生 残 率 (刺 付着開始月日 水 深 (℃)J%. 水 槽 幼生数 (万個) 密度 (個/

A)j% . 1 500Jer1水槽) 7 140 85.7 10月 12日 18.5

JW.2 500.e,(4水槽)
6020 (2水槽〕 400 86.ろ 10月 15日 18.7

10 (Z水槽) 200 80.0J%.3 9t(1水槽) 168 186.4
66.7 10月21日 17.

1J%.4 500
2

(b水槽) 80f20 (2水槽) 400 88.8 11月 6日 14.4

10(4水槽) 200 75.8考 察付着稚月の飼育につV,ては

冬期問の照度低下による餌料桂藻の不足による成長量の低下と減耗が問題となるOこれの解決方法として

1)早期に採苗して冬季までに大型海藻を摂餌するよう育成する｡2)付着数を少なくして稚貝 1個あたDの摂餌
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第 1図 婿化後の成長､生残率と飼育水温

Ⅱ 種 苗 放 流
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:bOOOO第2図 放 流 地 点

材料 および方法昭和47年3月30日､当所生産稚貝10,400個を下北郡東通村尻屋地先-放流

した｡そのうち昭和43年鹿生産稚月 (3年月)は400個で､全個体について殻長､重量を測定した (殻

良B7-69m平均 52.3m､重量7人-40g平均 20.6g)0 44-45年度稚貝 (1- 2年月)

ばlo,000個で､この中から1,000個を無作為抽出レ資長を測定 した (11-43m犯平均24･

9nimL)0前日に椎貝飼育ネット (10'0× 60m)に波板を立てて､これに稚貝を付着させておき
､_9.日約2時間の輸送の間はネ

ットごと運んだ｡放流地点は第 2図に示す如くSt.1､St.2の 2点で､St.1に1-2年貝6,

000個､st.2に1-2年月 4,000個と3年月400個計4,40

0個を放流した.st.1は水深約 10mで砂地に岩礁が点在し､そこに豊富にコンプが繁茂 してお

b天然アワビ､ウニ類が多く生息している地点であるoSt.2は水深約 107花､岩盤上に転石のある

地点で海藻類はほとん

ど認められない.放流には波板に椎月を付けたままネットにロープを績んでネットごと静かに海
底まで降ろしたOをお､追跡調査については､次年度実施する計画である




